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論文内容の要 旨

El

本論文では、日本語における分離 CP構造について考察する。日本語の CP領域には、

終助詞やモダリティ要素、丁寧語などの多種多様な語が表出する。本論文では、日本語の

CP領域に現れる要素を記述・整理し、日本語の CP領域は、 (1)に示される五階建ての階

層構造を有すると結論付ける。

(1) [SRP [EP [ForceP [MP [AddrP……]］］］］ 

論文題目

節の右方周縁部における線形順序と階層構造

日本語における終助詞や丁寧語などの文末形式は、CP領域の統語論研究に対して示唆的

な言語事実を提供する。 CPは、主要部の Cが投射してできた単一の句であると広く仮定

されている (Chomsky(1986)）。しかしながら、 Culicover(1991)やRizzi(1997)では、

CPは多重の投射から構成されているとする分離CP仮説 (splitCP hypothesis)が提唱さ

れている。日本語の文末形式に目を向けると、単一 CP仮説では正しく捉えられない言語

事実が即座に見つかる。例えば、 (2)では、時制要素の「た」の右側に複数の文末形式（「で

す」・「よ」・「ね」）が表出している。 CP領域は時制要素からなる TPより上位の構造位置

に存在するので、(2)では、複数の主要部要素が CP領域に起こっているということになる。

(2)の例は、 CPが単一の句ではなく、複数の投射から形成されていることを端的に表して

いる。
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日本語の CP領域には、終助詞やモダリティ要素、丁寧語などの様々な語が現れる。語

彙のバリエーションが多い分様々なデータを作例できるという利点がある反面、それぞれ

の語が特有の統語的特性を有しているので、バラエティ豊富であることには CP領域の研

究を一層困難にするという側面もある。このような側面が影響してか、日本語の CP領域

に関わる研究は多数発表されているものの、日本語における分離 CP構造に関しては未知

の部分が数多く残されている。

本論では、 CP領域の階層構造を明らかにするために、 (3)に示す二つの問いを設定して

議論を進める。

(3) a. CP領域の要素にはどのようなものがあるか。

1 



b.日本語における分離CP構造はどのようになっているか。

まず、 (3a)の問題に取り組むために、先行研究で CP領域の主要部要素であると考えら

れている文末要素が本当に CP領域の要素であるかどうかを検証する。先行研究では、「で

す・ます」のような丁寧語、「だろう」のようなモダリティ要素、「よ・ね」のような終助

詞、さらには「だ」のようなコピュラが CP領域との関係を持つと論じられている。しか

しながら、中には証拠が提示されないまま、 CP領域の要素であるという前提で議論が展開

されるケースもある。本論では、各章において様々な文末要素の統語特性を観察し、 CP

領域の主要部にあたるものとそうでないものを峻別する。上記の文末要素だけでなく、終

助詞の「じゃん」や「もん」などのように、先行研究で扱われてこなかった文末要素につ

いても、 CP領域の要素であるかどうかを検証する。

次に、 (3b)の問題については、日本語の言語事実に基づいて日本語の分離 CP構造を追

究する。文末要素の順序関係に注目し、 [SRP[EP [ForceP [MP [AddrP……]］］］］からなる

五階建ての階層構造を提案する。 SRP(Soliciting Response Phrase)は聞き手への応答要

求に関わる語が現れる投射である。主要部には「な・ね」が起こる。 EP(Emphasis Phrase) 

は命題内容を強調する働きを持つ「よ」が起こる投射である。 ForcePは文のタイプの指定

（平叙文・疑問文・命令文など）に関わる投射で、主要部には疑問を表す「か」が起こる。

MP (Modal Phrase)は話し手の認識や判断に関わるモダリティ要素が起こる投射で、主

要部には終助詞の「つけ」やモダリティ要素の「だろう」が生じる。 AddrPは、聞き手の

属性や聞き手との関係（親疎や上下関係など）の指定に関与する投射であり、時制要素の

右隣に生起する丁寧語の「です」が主要部に現れる。

日本語の CP研究では、 Rizzi(1997)やCinque(1999)などに代表されるカートグラフ

ィー研究の枠組みが前提にされることがしばしばある。ところが、 Rizzi(1997)らが提案

する構造は、他言語のデータに動機付けられたものであるから、その構造が日本語にも当

てはまるという保証はない。本論では、他言語のデータではなく、日本語の言語データに

即して新たな階層構造を追究する。本論の提案は、日本語の言語事実に動機付けられた階

層構造を提案する研究としての意義を持つ。また、これまでの日本語の CP研究では、丁

寧語・モダリティ要素・終助詞などの文末要素が個別的に研究されてきた。これに対して、

本論で提案する五階建ての階層構造を仮定することで、それらの文末要素を統一的に捉え

ることが可能になる。
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本論は五章構成である。第一章では、分離 CP仮説が提案されるまでに至る経緯をまと

め、日本語の CP研究の現状を整理する。第二章では、日本語における分離 CP構造とし

て、五階建てからなる階層構造を提案する。第三章では、モダリティ要素の認可に関わる

MPと関係付けられる文末要素を整理する。第四章では、第二章で提案する五階建ての階

層構造を前提に、日本語における分裂文の統語構造を提案する。第五章は結語である。以

下では各章の概要を示す。

第一章では、分離CP仮説に至るまでの経緯および日本語の CP研究の状況を概観する。

補文標識はRosenbaum(1967)によって提案され、当初は変形規則によって派生に導入さ

れていた。その後、 Bresnan(1970)が句構造規則に基づく分析を提案する。 X'理論の時代

に入ってからは、 CPという投射が仮定されることが一般的になる。さらに、 1990年代以

降、 CPを単一の投射とみなさず、多重の投射からなるとする分離 CP仮説が提案される。

第一章では、日本語の CP研究についてもまとめる。日本語の CP研究では、CP領域には、

丁寧語・モダリティ要素・終助詞が現れると論じられてきた。日本語の CP研究には少な

くとも二つの問題がある。第一に、日本語の CP研究では、丁寧語・モダリティ要素・終

助詞・コピュラなどの文末要素が個別的に研究されている。しかしながら、日本語の分離

CP構造を明らかにするためには、丁寧語・モダリティ要素・終助詞のような文末要素を統

ー的に扱う理論を追究することが求められる。第二に、先行研究では Rizzi(1997)の

[ForceP [TopP* [FocP [TopP* [FinP……]］］］］の階層構造を前提として議論が展開される

ことがある。ところが、日本語の分離 CP構造がイタリア語のそれと同一であるという保

証はないので、日本語の言語事実に基づいて分離 CP構造を追究することが重要となる。

このような背景を踏まえ、第一章においては、「CP領域の要素にはどのようなものがある

か」と「日本語における分離 CP構造はどのようになっているか」という二つの問いを設

定する。

第二章では、日本語の CP領域の階層構造を明らかにするために、丁寧語・モダリティ

要素・終助詞に関わるデータを取り上げ、 [SRP[EP [ForceP [MP [Addr P……]］］］］の階層

構造を提案する。まず、形容詞型の活用語が現れる文に表出する丁寧語をAddrPの主要部

であると仮定し、終助詞の「つけ・わ」との共起関係に基づいて、 AddrPはCP領域の最

下位に投射する句であることを示す。次に、Koizumi(1993)に従い、MPを仮定した後に、

終助詞の「つけ」と疑問を表す助詞の「か」の線形順序から [ForceP[MP [Addr P……]］］ 

の階層関係が成立していることを見る。続いて、 Saitoand Haraguchi (2012)や Saito
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(2015)の観察に基づき、 ForcePの上位には、命題内容の強調に関わる EPと応答要求に

関わる SRPが投射することを論じる。それらの言語事実を組み合わせると、 [SRP[EP 

[ForceP [MP[AddrP……]］］］]の階層構造が得られる。この階層構造を仮定することで、

先行研究ではほとんど分析が与えられていない終助詞の「もん（もの）」や感嘆を表す「こ

と」の文法特性を捉えることが可能になる。さらに、第2章で示されるデータには、 Rizzi

(1997)の階層構造では説明できないものが多く含まれる。このため、第2章で提供される

言語事実はカートグラフィー研究に対して新たな問題を提起する。

第三章では、 MPの投射に生起する主要部要素を整理する。推量辞（「う」・「だろう」）

や意志・勧誘を表す接辞（「（よ）う」）、非命題確認要求表現（「じゃん」・「やん（関西方言）」）．

否定推量の「まい」・補文標識の「ように•こと」が MP の主要部であることを示す。さら

に、それぞれの主要部の補部選択に違いがあることを示す。例えば、「じゃん」と「やん」

は非常に近い意味を持つが、「やん」はTPまたはAddrPを補部に取り、「じゃん」はTP

のみを補部に取るという選択制限に関する対比が見られる。第 3章では、丁寧語との共起

関係からこのことを示す。さらに、 MPの主要部の中には、 Mに生起した後に主要部移動

によって SRに移動するものがあることを指摘する。確認要求を表す「だろう」は SRへ

の主要部移動の適用を受ける。加えて、（非）命題確認要求を表す「じゃない」・「じゃね」・

「じゃなか（長崎方言）」のような表現は、 CP領域ではなく TPの下位に生成されること

を論じる。

第四章では、日本語の分裂文の統語構造について、コピュラの構造位置・焦点要素の構

造位置・前提節の統語構造の観点から考察を加える。まず、コピュラの「だ」・「である」

の構造位置については、時制要素の接続と伝聞を表す「そうだ」の補部への埋め込みから、

TPの下位にとどまることを示す。さらに、「まい」の接続の可否に関する事実から、「であ

る」はCop-V-vに対応する主要部であるのに対し、「だ」はCopPの主要部であると論じる。

次に、焦点要素の構造位置に関しては、末確定代名詞束縛・「も」の等位接続・主格主語の

順序関係に関わるデータに基づいて、焦点要素は CopPの補部にとどまると主張する。最

後に、前提節の統語構造については、丁寧語が前提節に現れることから、前提節を導入す

る「の」はMPの主要部であり、 AddrPまたはTPを補部に選択すると論じる。日本語の

分裂文研究では、空演算子分析と直接移動分析という二つの分析が提案されている。コピ

ュラの構造位置・焦点要素の構造位置・前提節の統語構造に関わるデータは、いずれも直

接移動分析の問題点を提供する。
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第五章は結語である。第一章で設定した二つの問いに対する本論の提案をまとめる。
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論文審査の結果の要旨
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本論文では、日本語における分離CP構造について考察する。「CP領域の要素にはどのようなものがあるか」と

「日本語における分離CP構造はどのようになっているか」という二つの問いを設定し、議論を展開する。本論文で

は、日本語のCP領域に現れる要素を記述・整理し、日本語のCP領域は、佃p徊 h匹叫細 fAddrP……]]]]]の五階
建ての階層構造を有すると論じる。

第一章では、分離CP仮説に至るまでの経緯および日本語のCP研究の状況を概銀する。補文標識はRosenbaum

(1967)によって提案され、当初は変形規則によって派生に導入されていた。その後、 Bresnan(1970)が句構造規則

に基づく分析を提案する。 X’理論の時代に突入してからは、 CPという単一の投射がTPの上位に仮定されることが

—細になる (Chomsky (1986)）。さらに、 1990年代以降、 CPを単一の投射とみなさず、多重の投射からなると

する分離CP仮説が提案される (Culicover(1991); Rizzi (1997)）。日本語のCP研究では、「です」や「ます」のよ

うな丁寧語・「だろう」や「まい」などのモダリティ要素・「よ」や「ね」などの終助詞がCP領域に現れると論じら

れてきた。日本語のCP研究には少なくとも二つの問題がある。第一に、日本語のCP研究では、丁寧語・モダリテ

ィ要素・終助詞・コピュラなどの文末要素が個別的に研究されているが、日本語の分離CP構造を明らかにするため

には、丁寧語・モダリティ要素・終助詞のような文末要素を統一的に扱う理論が求められる。第二に、先行研究では

Rizzi (1997) の転oroeP[1bpF 恥ocP[1bpF 佃囮••…]］］］］の階層構造を前提として識論が展開されることがあるが、日本
語の分離CP構造がイタリア語のそれと同ーであるという保証はないので、日本語の言語事実に基づいて分離CP構

造を追究することが重要となる。このような背景を踏まえ、第一章においては、「CP領域の要素にはどのようなも

のがあるか」と「日本語における分離CP構造はどのようになっているか」という二つの問いを設定する。

第二章では、日本語のCP領域の階層構造を明らかにするために、丁寧語・モダリティ要素・終助詞に関わるデー

タを取り上げ、細p徊転broeP畑↓固正……］］］］］の階層構造を提案する。まず、形容詞型の活用語が現れる文に表出

する丁寧語をAddrP(AddresseePhrase)の主要部であると仮定し、終助詞の「つけ・わ」との共起関係に基づい

て、 AddrPはCP領域の最下位に投射する句であることを示す。 AddrPは、聞き手の属性や聞き手との関係僧疎

や上下関係など）の指定に関与する投射である。次に、 Koizumi(1993)に従いMPを仮定した後に、終助詞の「つ

け」と疑問を表す助詞の「か」の線紗l厠芋から転broeP畑心曲P……]］］の階層関係が成立していることを見る。ForceP

は文のタイプの指定（平叙文・疑問文・命令文など）に関わる投射であり、主要部には疑問を表す「か」が現れる。

続いて、 Saitoand Haraguchi (2012)やSaito(2015)の観察に基づき、 ForcePの上位には、節全体の意味の強調に

関わる EPと応答要求に関わる SRP(Soliciting Response Phrase)が投射することを論じる。 Eには終助詞の「よ」、

SRには終助詞の「な・ね」が起こる。それらの言語事実から、細p徊 h。roeP畑山血P……]］］］]の階層構造の階層構
造を仮定する。このことから、先行研究ではほとんど分析されていない終助詞の「もん（もの）」や感嘆を表す「こ

と」の文法特性について、 AddrPからSRPまでの主要部要素との共起関係を手がかりにして、「もん（もの）」はM

からEに主要部移動する要素であり、感嘆を表す「こと」はMから SRに主要部移動する要素であることを論じる。
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第三章では、推量辞（「う」・「だろう」）や意志・勧誘を表す接辞（「（よ）う」）、非命題確認要求表現（「じゃん」・

「やん（関西方言）」）・否定推量の「まい」・補又標識の「ように•こと」が MP の主要部であることを示す。さら

に、それぞれの主要部の補部選択に違いがあることを示す。 T寧語との共起制限から、「だろう」・「じゃん」は TP
を補部に取る一方で、「やん（関西方言）」・「ように」・「こと」はTPまたはAddrPを補部に取れることを論じる。

さらに、 MPの主要部に現れる確認要求を表す「だろう」はMから SRへの主要部移動の適用を受けることを示す。

加えて、 T寧語との共起関係や終助詞の「の」との共起関係などに基づいて、（非）命題確認要求を表す「じゃない」・
「じゃね」・「じゃなか（長崎方言）」のような表現は、 CP領域ではな<TPの下位に生成され、複文構造を有するこ

とを示す。（非）命題確認要求を表す表現の「じゃん」・「やん（関西方言）」がCP領域 (MP)の要素であるのに対

して、「じゃない」・「じゃね」・「じゃなか（知崎方言）」はCP領域とは関係を持たないことを示し、要素の構造位置

を意味的な類似性のみでは特定できないことを示唆する。

第四章では、日本語の分裂文の統語構造について、コピュラの構造位置・焦点要素の構造位置・前提節の統語構造

の観点から考察を加える。日本語の分裂文研究では、空演算子分析 (Hoji(1990); Kizu (2005)) と直接移動分析

(H証 waand Ishiliara (2012)）という二つの分析が提案されているが、コピュラの構造位置・焦点要素の構造位

置・前提節の統語構造に関わるデータは、いずれも直接移動分析の問題点を提供することを示す。まず、Hiraiwaand

Ishiliara (2012)などの先行研究では、コピュラの「だ」はFocPの主要部であると分析されているが、時制要素の

接続と伝聞を表す「そうだ」の補部への埋め込みから、そのような仮説は排除されることを論じる。さらに、「まい」

の接続の可否に関する事実から、「だ」は叙述の成立の関与する機能範疇であるCopPの主要部であるのに対し、「で

ある」は「で」と「ある」に分離され、「で」はCopの主要部、「ある」はV-vに対応する主要部であると論じる。

次に、焦点要素はFocPの指定部に移動すると Hiraiwaand lshiliara (2012)で提案されているが、不定代名詞束縛・

「も」の等i並競売・主格主語のl厠芋関係に関わるデータは、いずれも焦点要素がCopPの内部にあることを示唆する。
最後に、前提節の統語構造については、前提節を導入する「の」はMPの主要部であり、 AddrPまたはTPを補部

に選択すると論じ、さらに、 CopPを補部に取る小節構文への分裂文の埋め込みが可能であることから、分裂文の前

提節はCopPの指定部位置に基底生成され、 Tが持つEPPの素性を駆動力として、 TPの指定部にA移動すると論

じる。

第五章は結語である。

這文は、これまで体系的な研究がなかった日本語の右方の周縁部に対して、日本語の言語事実に動機付けられた

階層構造を提案し、加えて、日本語の語末表現や分裂文に対する新たな事実を多く発掘している点において、理論言

語学の研究に大きく寄与するものであると考えることができる。

以上の審査結果をもとに、本審査委員会は全員一致で論文提出者・森山倭成が博士（学術）の学位を授与されるに足

る資格を有すると判断した。
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